
95

　山桜会は、来年2016年（平成28年）に100周年を迎えます。
　山桜会史上最大の節目である100周年を来年に控えた本年度
の基本方針は、ズバリ、「山桜会100周年を成功させるために、
全会員が一丸となってプレ活動や準備活動をがんばろう。」です。
　小中高校の同窓会組織がこのように長期間活発に活動してき
た例は全国でもないのではないでしょうか。これは、母校の発展と
卒業生・同窓会の発展とが相まっての成果ですが、このようなよ
い関係が長期間続いてきたのは、追手門で学んだことが、卒業
後に社会で立派に通用し、卒業生が更に学院に還元するという
循環が確立しているからだと思います。
　私たちが追手門で学んだことは何なのか、追手門の核心は何
なのかについては、昨年来、評議員会、実行委員会等にて検討
してきましたが、「こころのふるさと」ではないかと考えるに至りました。
　「こころのふるさと」とは、場所的な「ふるさと」ではなく、「ここ
ろや考え方の出発点」のことです。「こころ・考え方の原点」は、
小学校～高校までに、「家庭」「学校」での教育による形成され
ると思われます。家庭とがっちりと手を携えた追手門での教育は、
私たち卒業生にとっては「こころのふるさと」ともいえる根源的なも
のではないでしょうか。この具体的内容は、質実剛健や、独立自疆・
社会有為などとして言い表されるものかもしれませんが、私たちは、
追手門で、人として必要な根源的なこころや考え方を学んだと考
えています。
　この「人として必要な根源的なこころや考え方」は、追手門の
中でも、時代や出身校などによっても異なるかもしれませんが、今
後さらに一年間かけていろいろな卒業生のお話や企画などによっ
てより具体化していきたいと考えています。

　具体化の第一弾は、本年度の総会（2015年6月28日開催）時
の追手門学院小学校校長である東田充司先生によるご講演で
す。東田先生には、追手門学院のこれまでの歴史及び今につい
てわかりやすくお話しいただく予定です。私たちは、自分の母校
のルーツを意外と知らないのではないでしょうか。またとない機会で
すので、是非ご参加ください。
　また、６月には、茨木・大手前の各中高において、恒例の「将
来を考える日」を開催します。社会で活躍する様々な卒業生が、
後輩である中高生に対
し、仕事の話、仕事に
就くまでの経緯など講師
としてお話します。現役
生徒にとっても卒業生に
とっても「こころのふるさ
と」を再確認する機会と
なると思います。また、
本年度は、これに加えて、
ＮＡＳＡの本宇宙飛行士
による講演も予定しております。この方は卒業生ではありませんが、
お話しを踏まえて「人として必要な根源的なこころや考え方」を考
えましょう。
　さらに、１０月４日には、卒業生でありピアニストの田尻洋一さん
（茨高29期）に、追手門スクエアにおいて、お城を借景にしてピ
アノ演奏とお話をしていただきます（茶話会形式）。ゆったりとした
異次元空間で「こころのふるさと」を感じましょう。
　このように100周年記念事業は、追手門教育の財産ともいうべき
「こころのふるさと」を、次世代に承継していくための契機にした
いと考えています。そのためには、一部の卒業生だけではなく、
学院や児童・生徒、大学校友会、ＰＴＡなどオール追手門でタッグ
を組んで盛り上げていくことが不可欠です。大きな節目を多くの皆
さまと共に頑張っていきたいと思いますので、是非ご参加いただき
ますようお願いいたします。

「こころのふるさと」
    オール追手門で次世代につなげよう！
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（茨木高25期）   

「将来を考える日」の一講義
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